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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 3日 (2007.7.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 高 強 度 鋼 帯 ま た は 鋼 板 で あ っ て 、 主 た る 組 織 が マ ル テ ン サ イ ト 量 ４ ％
～ ２ ０ ％ の フ ェ ラ イ ト ・ マ ル テ ン サ イ ト 組 織 で あ り 、 Ｆ ｅ お よ び 精 錬 起 因 不 純 物 以 外 の 成
分 （ 質 量 ％ ） が
　 Ｃ ： 　 　 　 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ％
　 Ｓ ｉ ： 　 　 ≦ １ ． ０ ％
　 Ｍ ｎ ： 　 　 ０ ． ８ ～ ２ ． ０ ％
　 Ｐ ： 　 　 　 ≦ ０ ． １ ％
　 Ｓ ： 　 　 　 ≦ ０ ． ０ １ ５ ％
　 Ａ ｌ ： 　 　 ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ４ ％
　 Ｎ ： 　 　 　 ≦ ０ ． ０ ０ ５ ％
　 Ｃ ｒ ： 　 　 ０ ． ２ ５ ～ １ ． ０ ％
　 Ｂ ： 　 　 　 ０ ． ０ ０ ２ ～ ０ ． ０ １ ％
で あ る 高 強 度 鋼 帯 ま た は 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 更 に 、 ２ ． ８ × Ａ N 以 上 の 量 の Ｔ ｉ 〔 た だ し Ａ N ＝ Ｎ 含 有 量 （ 質 量 ％ ）
〕 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 帯 ま た は 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 Ａ ｌ 含 有 量 が ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ５ 質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ 記 載 の 鋼 帯 ま た は 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 Ａ ｌ 含 有 量 が ０ ． １ ～ ０ ． ４ 質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 鋼 帯 ま た は 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 Ｂ 含 有 量 が ０ ． ０ ０ ２ ～ ０ ． ０ ０ ５ 質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る

の い ず れ か １ 項 記 載 の 鋼 帯 ま た は 鋼 板 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 ホ ッ ト ス ト リ ッ プ を 冷 間 圧 延 し て 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項
記 載 の 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 製 造 す る 方 法 に お い て 、
　 冷 間 圧 延 し た 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 連 続 炉 に て 焼 鈍 温 度 ７ ５ ０ ℃ ～ ８ ７ ０ 焼 鈍 し 、 焼 鈍
し た 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 焼 鈍 温 度 か ら ２ ０ ℃ ／ ｓ ～ １ ０ ０ ℃ ／ ｓ の 冷 却 速 度 で 冷 却 す る こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。

請
求 項 １ か ら ４ ま で
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　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 薄 肉 ホ ッ ト ス ト リ ッ プ を 焼 鈍 し て 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項
記 載 の 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 製 造 す る 方 法 に お い て 、
　 薄 肉 ホ ッ ト ス ト リ ッ プ と し て の 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 連 続 炉 に て 焼 鈍 温 度 ７ ５ ０ ℃ ～ ８ ７ ０

焼 鈍 し 、 焼 鈍 し た 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 焼 鈍 温 度 か ら ２ ０ ℃ ／ ｓ ～ １ ０ ０ ℃ ／ ｓ の 冷 却 速
度 で 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 の 連 続 焼 鈍 お よ び 冷 却 し た 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 過 時 効 ゾ ー ン に 通 す
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 過 時 効 ゾ ー ン で の 保 持 時 間 ３ ０ ０ ｓ 以 下 、 処 理 温 度 ３ ０ ０ ℃ ～ ４
０ ０ ℃ と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 鋼 帯 ま た は 鋼 板 に 溶 融 め っ き 仕 上 げ を 施 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
６ ま た は ７ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 溶 融 亜 鉛 め っ き と 過 時 効 ゾ ー ン の 通 過 と に 要 す る 処 理 時 間 が ８ ０ ｓ
以 下 で あ り 、 処 理 温 度 が ４ ２ ０ ℃ ～ ４ ８ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 方
法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 溶 融 亜 鉛 め っ き 後 に 、 溶 融 亜 鉛 め っ き 焼 鈍 を 行 な う こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 鋼 帯 ま た は 鋼 板 を 引 き 続 い て ド レ ッ シ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ か ら １ ２ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
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